
２
０
０
６
年
６
月
某
日
、
ハ
ノ
イ
。

幾
つ
か
の
近
代
的
高
層
ビ
ル
が
建
っ
た

市
街
を
北
に
抜
け
、
由
緒
あ
る
旧
市
街

地
に
足
を
伸
ば
し
た
。
こ
こ
は
タ
ッ

ク
・
ラ
ム
の
随
想
『
ハ
ノ
イ
36
通
り
』

で
も
知
ら
れ
る
一
帯
で
、
市
中
央
の
ホ

ア
ン
キ
エ
ム
湖
の
北
東
に
位
置
す
る
あ

た
り
で
あ
る
。

そ
の
成
り
立
ち
は
、
ハ
ノ
イ
が
１
０

１
０
年
に
タ
ン
ロ
ン
（
昇
龍
）
と
呼
ぶ

首
都
に
な
っ
た
こ
ろ
、
タ
ン
ロ
ン
城
と

そ
の
東
側
に
流
れ
る
ホ
ン
河
（
紅
河
）

と
の
間
の
狭
い
地
域
に
職
人
た
ち
が
呼

び
集
め
ら
れ
た
の
が
発
端
だ
と
い
わ
れ
、

ギ
ル
ド
と
も
い
う
べ
き
多
様
な
職
業
集

団
が
、
区
画
に
沿
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
通
り
を
形
成
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
ど
の
通
り
に
も
職
域
の

名
が
つ
い
て
い
て
、
銀
だ
と
か
、
絹
、

皮
革
、
す
だ
れ
、
乾
物
、
お
茶
、
薬
品
、

仏
具
な
ど
多
彩
で
あ
る
。
か
つ
て
は
そ

れ
が
36
通
り
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の

後
は
数
も
増
え
て
、
い
ま
優
雅
な
衣
装

ア
オ
ザ
イ
で
知
ら
れ
る
の
は
「
ル
オ
ン

バ
ン
カ
ン
通
り
」
だ
と
聞
い
た
。

歴
史
的
な
旧
市
街
だ
が
、
今
日
の
よ

う
に
密
集
し
て
、
間
口
二
〜
三
間
の
短

冊
状
の
町
屋
が
立
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
の
は
19
世
紀
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時

代
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
間
口
は
狭
い

が
奥
行
き
は
深
く
、
住
居
部
分
に
な
っ

て
い
る
。
二
階
建
て
か
、
せ
い
ぜ
い
三

階
建
て
で
あ
る
。
対
仏
、
対
米
、
対
中

戦
争
な
ど
打
ち
続
く
戦
乱
も
あ
っ
て
、

近
代
的
な
街
並
み
に
発
展
す
る
い
と
ま

も
な
く
、
時
間
が
止
ま
っ
た
ま
ま
だ
と

も
評
さ
れ
、
そ
の
佇
ま
い
が
魅
力
の
一

つ
に
も
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
中
国

福
建
省
や
広
東
省
か
ら
の
華
人
た
ち
も

多
く
住
ん
だ
街
区
だ
と
い
う
。

ち
ょ
っ
と
し
た
広
場
に
は
ラ
イ
ム
や

ラ
イ
チ
な
ど
豊
富
な
果
物
や
農
産
物
を

扱
う
露
天
商
た
ち
が
、
所
狭
し
と
腰
を

下
ろ
し
、
そ
こ
を
独
特
の
ノ
ン
を
頭
に
、

天
秤
棒
を
肩
に
し
て
巧
み
に
歩
き
ぬ
け

る
人
々
、
タ
オ
ル
な
ど
で
顔
を
半
分
蔽

っ
て
バ
イ
ク
を
走
ら
せ
る
人
々
、
シ
ク

ロ
に
乗
っ
て
辺
り
を
睥
睨
（
へ
い
げ
い
）

す
る
観
光
客
た
ち
。
路
地
裏
な
ど
は
混

沌
と
し
て
迷
路
の
よ
う
に
無
秩
序
だ
。

懐
か
し
さ
に
ひ
た
っ
て
歩
く
間
も
な

く
、
一
時
間
５
ド
ル
だ
と
い
う
熱
心
な

誘
い
に
ほ
だ
さ
れ
て
、
シ
ク
ロ
に
乗
る

こ
と
に
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
・
コ
ー
ヒ
ー

の
香
り
漂
う
モ
ダ
ン
な
カ
フ
ェ
や
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
の
店
な
ど
を
見
や
り
な
が
ら
、

や
が
て
ト
ー
・
ニ
ュ
オ
ム
通
り
に
入
っ
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ハ
ノ
イ
、ホ
ー
チ
ミ
ン
紀
行
か
ら

―
外
資
、成
長
、そ
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ

●ＩＭＦ－ＪＣ顧問

小島正剛 こじま・せいごう

６０年ＩＭＦ日本事務所に入職以来、

ＪＣ事務局長代理、ＪＣ国際局長、

ＪＣ副議長（国際委員長）（以上兼務）、

ＩＭＦ地域代表を務めるなど国際労

働運動一筋。９８年ＪＣ顧問に。日

本労働ペンクラブ会員他。主要著書

「海外労働アラカルト」他。

た
と
き
、
紫
と
白
の
花
を
咲
か
せ
る
バ

ン
ラ
ン
の
樹
々
が
目
に
入
っ
た
。
百
日

紅
（
さ
る
す
べ
り
）
の
仲
間
だ
そ
う
で
、

町
並
み
に
よ
く
調
和
し
て
い
る
。

や
が
て
、
路
上
で
細
め
の
棒
鋼
を
曲

げ
、
建
材
の
下
拵
え
の
よ
う
な
作
業
を

し
て
い
る
人
々
に
遭
遇
し
た
。
シ
ク
ロ

を
止
め
て
、
鍛
冶
職
人
さ
ん
に
挨
拶
し

て
み
る
が
、
言
葉
が
通
じ
な
い
。
こ
こ

は
片
言
の
フ
ラ
ン
ス
語
で
い
く
。

失
礼
な
が
ら
稼
ぎ
は
ど
れ
く
ら
い
か

と
た
ず
ね
る
と
、
仕
事
量
に
も
よ
る
が

月
収
は
40
ド
ル
に
満
た
な
い
と
言
う
。
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朝
七
時
か
ら
夜
７
時
頃
ま
で
が
作
業
時

間
で
、
昼
休
み
は
昼
寝
込
み
だ
と
教
え

て
く
れ
た
。
組
合
と
い
う
用
語
は
知
っ

て
い
る
が
、
何
で
あ
る
か
は
分
か
ら
な

い
と
笑
っ
た
。
気
が
つ
け
ば
、
炎
天
下

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
額
に
汗
は

な
か
っ
た
。

辞
し
て
し
ば
ら
く
通
り
を
巡
り
、
小

さ
な
寺
院
な
ど
を
経
て
、
や
が
て
ホ
ア

ン
キ
エ
ム
湖
の
北
岸
に
向
か
う
。
す
る

と
、
ホ
ア
フ
ォ
ン
（
火
炎
樹
）
の
燃
え

る
よ
う
な
赤
い
花
々
が
待
っ
て
い
た
。

そ
の
辺
り
だ
っ
た
。
思
い
が
け
ず
、

13
年
前
に
投
宿
し
た
小
さ
く
瀟
洒
な
プ

ー
ジ
ャ
（
富
者
）
ホ
テ
ル
の
前
に
出
た

の
で
あ
る
。
外
壁
は
な
つ
か
し
の
明
る

い
黄
褐
色
だ
っ
た
。
シ
ク
ロ
を
捨
て
、

フ
ロ
ン
ト
に
足
を
進
め
る
と
、
ア
オ
ザ

イ
姿
の
ス
タ
ッ
フ
が
に
っ
こ
り
し
て
言

っ
た
。「
す
み
ま
せ
ん
、
満
室
で
す
。」

約
一
平
方
キ
ロ
、
８
万
人
が
密
集
す
る

「
36
通
り
」
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ

ー
ニ
ー
は
、
こ
う
し
て
終
わ
っ
た
。

い
ま
や
ア
ジ
ア
の
優
等

生
、か

対
米
戦
を
経
て
ベ
ト
ナ
ム
統
一
が
成
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っ
た
の
は
75
年
で
あ
る
。
し
か
し
、
や

が
て
統
制
経
済
は
行
き
詰
ま
り
を
み
せ
、

深
刻
な
食
料
不
足
や
物
資
の
窮
乏
、
社

会
不
安
の
時
代
に
さ
い
な
ま
れ
た
の
は

周
知
の
と
お
り
だ
。

結
局
、
86
年
の
第
六
回
共
産
党
大
会

は
、「
ド
イ
モ
イ
（
刷
新
）」
政
策
を
採

択
し
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
対
外
開
放

政
策
を
導
入
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
20
年
の
歳
月
が
経
過
し
た
。

出
発
前
に
手
に
し
た
米
誌
『
フ
ォ
ー
チ

ュ
ン
』（
ベ
ト
ナ
ム
特
集
号
）
は
、
過
去

10
年
の
経
済
成
長
率
が
年
平
均
７
％
を

超
え
る
な
ど
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
最

も
活
況
を
呈
し
て
い
る
と
し
て
い
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
当
然
外
資
導
入
や
輸

出
拡
大
策
が
働
い
て
い
る
し
、
デ
ン
マ

ー
ク
や
日
本
な
ど
経
済
支
援
国
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
公
的
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

の
果
た
し
た
役
割
も
大
き
い
。

か
つ
て
人
口
の
60
％
を
占
め
た
貧
困

率
（
九
三
年
、
世
界
銀
行
報
告
）
が
、

04
年
に
は
25
％
に
ま
で
削
減
さ
れ
る
な

ど
、
ド
イ
モ
イ
政
策
に
よ
る
経
済
改
革

の
20
年
は
ア
ジ
ア
で
最
良
ク
ラ
ス
と
の

評
価
を
得
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
世
銀
は
、
05
年
の

成
長
率
を
７
・
５
％
と
し
、
06

年
も
こ
の
水
準
を
維
持
す
る
と

予
測
し
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
、「
貧
困
国

レ
ベ
ル
」
を
脱
却
す
べ
く
、
06

〜
10
年
の
年
平
均
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長

率
の
目
標
を
７
・
８
〜
８
％
に

お
き
、
一
〇
年
ま
で
に
一
人
当

た
り
所
得
を
１
０
５
０
〜
１
１

０
０
ド
ル
に
引
き
上
げ
る
と
し

て
い
る
。

そ
し
て
、
米
国
と
の
二
国
間

協
議
を
果
た
し
、
年
内
に
は
、

世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
へ

の
加
盟
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

い
ま
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
加
盟
後
の
経
済

的
混
乱
を
予
測
し
、
対
策
を
訴
え
る
声

が
し
き
り
で
あ
る
。

六
月
末
に
登
場
し
た
改
革
開
放
路
線

の
チ
エ
ッ
ト
新
大
統
領
、
ズ
ン
新
首
相

の
手
腕
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

ベ
ト
ナ
ム
よ
、お
前
も
か

こ
う
し
た
経
済
成
長
は
そ
れ
と
し
て
、

一
方
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
国
で

も
市
場
経
済
移
行
の
過
程
で
腐
敗
が
生

じ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

６
月
上
旬
に
ナ
チ
ャ
ン
市
で
開
い
た

対
ベ
ト
ナ
ム
國
際
経
済
援
助
グ
ル
ー
プ

会
議
（
中
間
評
価
）
の
席
で
、
キ
エ
ム

副
首
相
が
行
っ
た
発
言
は
そ
の
こ
と
を

証
明
し
て
い
た
。「
開
発
目
標
達
成
に
は
、

汚
職
対
策
と
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
効
果
的
活
用
と

の
二
点
に
焦
点
を
絞
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
明
言
し
て
い
た
の
で
あ
る

（『
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・

レ
ビ
ュ
ー
』
紙
、
06
年
６
月
12
〜
18
日
）。

援
助
グ
ル
ー
プ
は
今
後
「
社
会
的
な
平

等
」、「
成
長
の
質
」、
そ
し
て
「
管
理
の

責
任
」
と
い
う
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
忘

れ
る
べ
き
で
な
い
と
提
言
し
、
世
銀
の

ハハノノイイ、、ホホーーチチミミンン紀紀行行かからら
－－外外資資、、成成長長、、そそししててスストトラライイキキ

ハ
ノ
イ
36
通
り
で
出
会
っ
た
鍛
冶
労
働
者
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エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
も
政
府
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
透

明
で
効
果
的
な
活
用
を
促
進
し
な
い
か

ぎ
り
、
開
発
促
進
の
機
会
を
失
う
こ
と

に
な
ろ
う
と
警
告
し
た
の
で
あ
る
。

さ
る
４
月
の
共
産
党
大
会
が
、
腐
敗

浄
化
の
具
体
策
を
決
定
出
来
ず
、「
現
状

か
ら
学
ぶ
」
と
す
る
不
可
解
な
結
論
を

示
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
か
ら
、
副
首

相
の
「
決
意
表
明
」
は
一
服
の
清
涼
剤

以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
折
に
触
れ
耳
に
し
た
の
は
、

こ
の
国
で
も
所
得
格
差
が
拡
大
し
て
い

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
生
産
性

の
低
さ
、
産
業
競
争
力
の
弱
さ
、
経
営

管
理
能
力
の
低
さ
、
都
市
化
を
巡
る
説

明
責
任
の
無
さ
、
特
権
階
級
に
限
ら
ぬ

汚
職
の
蔓
延
な
ど
が
あ
っ
て
、
経
済
的

成
功
の
裏
面
に
せ
ま
る
論
評
も
と
き
お

り
公
式
に
表
れ
た
の
に
は
驚
き
も
し
、

興
味
深
く
思
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

ホ
ー
チ
ミ
ン
の
憂
鬱

ハ
ノ
イ
で
の
役
割
を
終
え
て
、
南
の

ホ
ー
チ
ミ
ン
に
移
動
し
た
。
ほ
ぼ
10
年

振
り
の
再
訪
で
あ
る
。

静
寂
の
ハ
ノ
イ
で
自
転
車
が
バ
イ
ク

に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、

当
地
で
は
バ
イ
ク
が
車
に
代
わ
ら
れ
つ

つ
あ
る
よ
う
に
見
え
た
。
ま
す
ま
す
厳

し
い
排
ガ
ス
規
制
が
必
要
の
よ
う
だ
。

当
地
で
も
車
の
間
を
縫
っ
て
行
く
バ
イ

ク
の
市
民
が
排
ガ
ス
対
策
の
マ
ス
ク
を

し
、
あ
る
い
は
タ
オ
ル
な
ど
で
顔
を
半

分
覆
っ
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
た
。

４
月
に
発
表
さ
れ
た
あ
る
世
界
的
な

『
生
活
の
質
』
調
査
に
よ
れ
ば
、
政
治
・

社
会
・
経
済
・
医
療
・
教
育
・
交
通
な

ど
、
39
の
指
標
を
ベ
ー
ス
に
評
価
し
た

２
０
０
以
上
の
世
界
主
要
都
市
比
較
で
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
は
１
４
８
位
、
ハ
ノ
イ
は

１
５
５
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
（
ち

な
み
に
１
位
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
。
ア
ジ

ア
で
ト
ッ
プ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
34
位
、

次
い
で
東
京
が
35
位
）。

19
世
紀
後
半
、
フ
ラ
ン
ス
統
治
下
と

は
い
え
「
プ
チ
・
パ
リ
」
と
も
称
さ
れ

た
サ
イ
ゴ
ン
の
優
雅
さ
は
、
つ
い
に
色

褪
せ
た
と
言
う
べ
き
か
。

し
か
し
、
付
言
す
る
な
ら
、
間
も
な

く
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議
を
受
け
入
れ
る
ホ
ー

チ
ミ
ン
は
、
目
下
２
０
１
０
年
ま
で
の

都
市
計
画
を
進
め
て
お
り
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
・
拡
張
を
は
じ
め
、
一
極
集
中
を

避
け
て
複
数
の
成
長
セ
ン
タ
ー
を
つ
く

り
、
５
つ
の
小
規
模
衛
星
都
市
な
ど
を

形
成
し
、
工
業
・
技
術
の
ハ
ブ
都
市
建

設
の
過
程
に
あ
る
。
環
境
も
重
視
し
て

い
る
と
い
う
か
ら
、
今
後
は
21
世
紀
型

の
変
貌
を
遂
げ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
都
市

整
備
の
過
程
で
も
汚
職
が
発
生
し
て
お

り
、
今
の
と
こ
ろ
透
明
性
の
欠
如
は
覆

う
べ
く
も
な
い
よ
う
な
の
だ
。

急
増
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ

ベ
ト
ナ
ム
労
働
総
同
盟
（
Ｖ
Ｇ
Ｃ
Ｌ
）

ホ
ー
チ
ミ
ン
労
働
連
合
を
訪
問
し
た
。

組
織
勢
力
65
万
人
。
24
地
区
と
30
の

上
級
組
織
、
６
２
２
５
の
単
組
か
ら
な

っ
て
い
る
。

当
市
地
域
の
外
資
系
企
業
は
６
２
５

社
、
日
系
は
そ
の
15
％
だ
と
い
う
。

そ
の
日
、
時
間
に
限
り
が
あ
っ
た
の

で
、
書
記
局
で
の
対
話
は
、
多
発
す
る

ス
ト
ラ
イ
キ
の
動
向
に
集
中
し
た
。

チ
ョ
ン
・
ラ
ム
・
ザ
ン
副
委
員
長
は
、

過
去
10
年
、
全
国
で
１
２
５
０
件
の
ス

ト
が
発
生
し
た
と
し
、
そ
の
三
分
の
二

以
上
が
外
資
系
企
業
だ
と
説
明
し
た
。

ス
ト
は
こ
こ
数
年
急
増
し
つ
つ
あ
り
、

今
年
１
〜
３
月
の
短
期
間
に
全
国
で
起

き
た
ス
ト
は
１
７
０
件
（
一
説
に
は
２

０
０
件
以
上
）、
う
ち
日
系
企
業
で
は
13

件
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
地
域
に
限
る
と
、
本

年
１
〜
６
月
期
で
82
件
、
う
ち
日
系
企

業
で
の
ス
ト
は
２
件
と
少
な
か
っ
た
。

ス
ト
の
３
分
の
２
以
上
は
韓
国
系
や
台

湾
系
企
業
で
占
め
ら
れ
た
。
繊
維
被
服
、

製
靴
な
ど
、
労
働
力
集
約
型
の
業
種
に

多
い
よ
う
だ
。

ス
ト
の
背
景
に
は
長
い
間
の
低
賃
金

が
あ
る
、
と
副
委
員
長
は
喝
破
し
た
。

最
低
賃
金
の
無
視
や
劣
悪
な
労
働
条
件
、

賃
金
の
遅
配
・
不
払
い
、
他
社
の
賃
上

げ
と
の
競
合
な
ど
が
目
立
つ
と
い
う
。

05
年
の
イ
ン
フ
レ
８
・
５
五
％
や
、

ハハノノイイ、、ホホーーチチミミンン紀紀行行かからら
－－外外資資、、成成長長、、そそししててスストトラライイキキ

共
存
す
る
党
大
会
と
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議
歓
迎
の
バ
ナ
ー

（
ホ
ー
チ
ミ
ン
に
て
）
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ス
ト
続
発
な
ど
も
あ
ず
か
っ
て
、
政
府

は
去
る
２
月
、
外
資
系
企
業
の
最
低
月

例
賃
金
の
引
き
上
げ
を
決
定
し
た
。
す

な
わ
ち
、
ハ
ノ
イ
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
両
市

に
あ
る
企
業
は
八
七
万
ド
ン（
55
ド
ル
）、

両
市
郊
外
お
よ
び
ハ
イ
フ
ァ
ン
、
ビ
エ

ン
ホ
ア
、
ブ
ン
タ
オ
各
市
が
79
万
ド
ン

（
50
ド
ル
）、
そ
の
他
地
域
が
71
万
ド
ン

（
45
ド
ル
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に

事
業
所
ご
と
に
積
み
上
げ
交
渉
が
持
た

れ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
。

ち
な
み
に
、
そ
れ
ま
で
の
、
都
市
部

の
平
均
月
収
は
79
万
５
０
０
０
ド
ン

（
50
ド
ル
弱
）、
農
村
部
で
は
37
万
７
０

０
０
ド
ン
（
24
ド
ル
弱
）
に
す
ぎ
な
い
。

筆
者
の
記
憶
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
10

年
前
の
外
資
系
企
業
の
月
例
賃
金
は
45

ド
ル
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
後
、
イ
ン

フ
レ
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。

ス
ト
権
は
法
律
で
認
知
さ
れ
て
い
る
。

労
使
紛
争
は
、
ま
ず
当
該
事
業
所
内
に

設
置
さ
れ
た
労
働
調
整
協
議
会
（
労
使

で
構
成
！
）
で
協
議
し
、
労
働
調
整
協

議
会
の
な
い
場
合
は
地
区
労
働
局
の
調

停
員
が
担
当
、
未
解
決
の
と
き
は
省
労

働
仲
裁
協
議
会
（
政
労
使
ほ
か
で
構
成
）

に
持
ち
越
さ
れ
、
な
お
不
調
の
と
き
に

は
人
民
裁
判
所
に
付
す
か
、
ま
た
は
一

定
の
手
続
き
を
経
て
ス
ト
に
入
る
こ
と

が
出
来
る
（『
労
働
法
典
』
第
八
章
第
一

七
二
、
一
七
三
項
）。

副
委
員
長
は
、
市
労
連
と
し
て
も
事

業
所
ス
ト
に
は
支
援
を
行
っ
て
い
る
と

胸
を
張
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
、
中
国
総

工
会
と
は
異
な
る
ス
タ
ン
ス
だ
と
い
え

よ
う
。
政
府
は
静
観
の
構
え
の
よ
う
だ
。

外
資
は
気
ま
ま

昨
今
の
ス
ト
多
発
を
受
け
て
、
一
部

外
資
系
企
業
は
「
投
資
環
境
を
整
備
す

る
に
は
ス
ト
抑
制
が
必
要
」
と
の
説
を

な
し
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
、
近
年
ア

ジ
ア
に
共
通
す
る
言
動
で
あ
り
、
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
そ
の
も
の
だ
と
指
摘
し
て
お
い
た
。

こ
こ
数
年
、
ス
ト
が
原
因
で
な
い
ま

で
も
、
事
業
を
撤
収
す
る
外
資
系
企
業

が
現
れ
た
と
い
う
。
副
委
員
長
に
よ
れ

ば
、
韓
国
系
に
多
く
、
雇
用
問
題
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
ベ
ト
ナ

ム
へ
の
投
資
に
は
慎
重
だ
っ
た
日
系
企

業
を
横
目
に
、
積
極
的
に
投
資
し
て
き

た
韓
国
系
企
業
で
あ
る
だ
け
に
、
不
可

解
な
面
が
あ
る
と
語
っ
て
い
た
。

逆
に
、
今
日
、
日
本
の
対
ベ
ト
ナ
ム

累
計
投
資
額
は
41
億
ド
ル
と
な
り
、
第

二
位
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
約
７
億
ド
ル

の
差
を
つ
け
て
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
、
と

も
。一

般
的
に
韓
国
系
、
台
湾
系
が
労
使

関
係
を
重
視
し
な
い
傾
向
に
あ
る
の
に

対
し
て
、
日
系
は
「
相
対
的
に
」
良
好

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
低
賃
金
だ
け
を

条
件
と
す
る
投
資
は
よ
く
な
い
、
と
副

委
員
長
は
語
気
を
強
め
た
。
労
使
ウ
ィ

ン=
ウ
ィ
ン
の
関
係
が
ほ
し
い
、
と
も
。

70
年
代
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
よ
く
耳
に
し

た
発
言
で
あ
る
。
労
働
市
場
に
お
け
る

日
系
企
業
の
比
較
優
位
は
「
雇
用
安
定
」

に
あ
る
か
ら
、
安
易
な
解
雇
は
そ
れ
を

損
な
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

孤
立
を
避
け
る
よ
う
に

…
…今

後
内
外
の
労
働
運
動
が
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ

基
本
条
約
を
批
准
す
る
よ
う
ベ
ト
ナ
ム

政
府
に
働
き
か
け
る
こ
と
は
重
要
だ
が
、

現
況
で
は
実
現
困
難
だ
ろ
う
。
そ
こ
で

別
れ
際
に
Ｖ
Ｇ
Ｃ
Ｌ
と
し
て
海
外
労
組

と
の
接
触
を
さ
ら
に
実
質
的
に
深
め
る

こ
と
も
大
事
だ
と
思
う
、
と
発
言
し
て

お
い
た
。

そ
れ
は
、
市
場
経
済
進
展
の
も
と
で

は
労
使
の
利
害
関
係
に
対
立
や
衝
突
が

さ
ら
に
生
じ
る
こ
と
は
必
定
で
、
労
組

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
現
実
的
に
一
層
明
確

に
な
る
は
ず
だ
。
そ
の
と
き
先
進
的
な

労
働
運
動
と
の
経
験
交
流
が
有
効
に
働

く
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

政
治
体
制
は
異
な
る
が
、
安
全
衛
生

分
野
も
含
め
、
海
外
の
組
合
が
協
力
出

来
る
領
域
は
決
し
て
狭
く
な
い
。

（
備
考
）
筆
者
は
、
去
る
６
月
中
旬
、
ハ
ノ
イ

で
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
│

Ｊ
Ｃ
ア
ジ
ア
金
属
連
帯
セ
ミ
ナ

ー
参
加
の
た
め
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
た
。

（
２
０
０
６
年
９
月
15
日
記
）

ハハノノイイ、、ホホーーチチミミンン紀紀行行かからら
－－外外資資、、成成長長、、そそししててスストトラライイキキ

ホ
ー
チ
ミ
ン
労
連
の
幹
部
た
ち

（
左
か
ら
２
人
目
が
副
委
員
長
）


